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1. 平成24年２月期第２四半期の連結業績（平成23年３月１日～平成23年８月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年２月期第２四半期 19,802 0.4 329 △26.8 433 △21.7 144 △46.8
23年２月期第２四半期 19,730 1.2 450 △23.9 553 △19.9 271 △14.8

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年２月期第２四半期 10 05 ― ―

23年２月期第２四半期 18 83 ― ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

24年２月期第２四半期 32,200 16,275 50.3 1,125 82

23年２月期 31,598 16,746 52.7 1,153 92

(参考) 自己資本 24年２月期第２四半期 16,186百万円 23年２月期 16,659百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年２月期 ― ― 14 00 ― ― 14 00 28 00

24年２月期 ― ― 14 00

24年２月期(予想) ― ― 14 00 28 00

3. 平成24年２月期の連結業績予想（平成23年３月１日～平成24年２月29日）
(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 39,700 △1.1 840 △32.9 1,010 △31.3 420 △40.8 29 18



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更に伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この

四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続は終了しておりま

す。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

4. その他（詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）
 

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  社（社名）            、除外  社（社名）

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年２月期２Ｑ 14,816,692株 23年２月期 14,816,692株

② 期末自己株式数 24年２月期２Ｑ 439,006株 23年２月期 379,652株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年２月期２Ｑ 14,386,271株 23年２月期２Ｑ 14,437,684株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響が残る中、円高の長期化、電

力受給の制約、福島の原子力災害などを背景とした景況の悪化が懸念される不安定な状況が続いており

ます。 

当警備業界におきましては、引き続き安全・安心に対するニーズは高いものの、節電などにより企業

は設備投資の抑制意識が高く、個人消費においても景気停滞及び先行き不安により、支出削減意識が高

くなっており、価格競争が非常に厳しい経営環境が続いております。 

このような状況の中、当社グループは平成21年３月よりスタートした新中期経営計画「ＣＳＰニュー

パワーアップ計画」の最終年を迎えます。お客さま価値の創造を基本とし、ソリューション型営業の強

化、ニーズに沿った警備サービスの開発と提供、ＣＳＰブランド力の向上に努めております。また、創

業45周年を記念した「ホームセキュリティ（FG-i）キャンペーン」を展開し、ホームセキュリティの拡

販に尽力しております。 

その結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高は198億２百万円（前

年同期比0.4％増）となりました。利益面につきましては、人員増等に伴う労務費増及び営業キャンペ

ーンに伴う広告宣伝費増、不動産取得による諸経費増などにより営業利益は３億２千９百万円（前年同

期比26.8％減）、経常利益は４億３千３百万円（前年同期比21.7％減）となり、四半期純利益は資産除

去債務に関する会計基準の適用に伴う期首時点での影響額及び災害損失引当金繰入額などを特別損失に

計上したことにより１億４千４百万円（前年同期比46.8％減）となりました。 

セグメントごと及び業務別の業績は次のとおりであります。 

(セキュリティ事業） 

常駐警備部門につきましては、前年度の10月から開始した大型警備の売上が寄与したこともあり、当

第２四半期連結累計期間の売上高は103億４千９百万円（前年同期比4.6％増）となりました。 

機械警備部門につきましては、厳しい企業間競争の中、震災による解約・休止等の影響があったもの

の、新規受注及び解約防止に尽力してまいりました。この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は

63億６千６百万円（前年同期比0.4％増）となりました。 

運輸警備部門につきましては、集配金サービスに尽力した結果、当第２四半期連結累計期間の売上高

は13億３千６百万円（前年同期比1.3％増）となりました。 

工事・機器販売部門につきましては、大型案件が減少したこともあり、当第２四半期連結累計期間の

売上高は12億８千３百万円（前年同期比31.0％減）となりました。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間のセキュリティ事業セグメントの売上高は193億３千５百

万円（前年同期比0.4％減）、営業利益は３億３千９百万円となりました。 

(ビル管理・不動産事業) 

ビル管理・不動産事業につきましては清掃業務や電気設備の保安業務等の建物総合管理サービス及び

不動産賃貸を中心に事業を行っております。当期３月に取得した賃貸不動産による売上が寄与したこと

もあり、当第２四半期連結累計期間のビル管理・不動産事業セグメントの売上高は４億６千６百万円

（前年同期比45.0％増）となりましたが、取得に伴う減価償却費増等もあり営業損失は９百万円となり

ました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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総資産及び負債の著しい増加要因は、不動産の取得及び取得に伴う資金調達によるものでありま

す。 

(資産) 

当第２四半期連結累計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ６億１百万円増加し、322億円

（前連結会計年度末比1.9％増）となりました。その主な内容は、建物及び構築物の増加12億７千１百

万円、土地の増加12億５千９百万円、現金及び預金の減少16億６千２百万円、投資有価証券の減少６億

１千３百万円などであります。 

(負債) 

負債は、前連結会計年度末に比べ10億７千２百万円増加し、159億２千４百万円（同7.2％増）となり

ました。その主な内容は、長期借入金の増加16億６千４百万円、資産除去債務の増加２億９百万円、買

掛金の減少２億３千２百万円、未払法人税等の減少２億６千９百万円、預り金の減少４億４千３百万円

などによるものです。 

(純資産) 

純資産は、利益剰余金が５千７百万円の減少、その他有価証券評価差額金が３億７千万円の減少など

により、前連結会計年度末に比べ４億７千万円減少し、162億７千５百万円（同2.8％減）となりまし

た。 

  

(キャッシュ・フローの状況の分析) 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の変動状況は次の

通りであり、前連結会計年度末に比べ９億３千４百万円減少して、36億４千５百万円となりました。

なお、投資活動及び財務活動の資金の著しい増減要因は、不動産取得及び取得に伴う資金調達による

ものであります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動によるキャッシュ・フローは全体で11億１千万円の増加となりました。資金の主な増加要

因は、税金等調整前四半期純利益３億８百万円、減価償却費６億９千３百万円、売上債権１億５千６

百万円、たな卸資産１億３千８百万円、預り保証金２億７百万円であります。これに対し資金の主な

減少要因は、仕入債務２億３千２百万円であります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動によるキャッシュ・フローは全体で34億８千４百万円の減少となりました。その主な内容

は、有形固定資産の取得による支出30億８千２百万円、無形固定資産の取得による支出３億３千４百

万円であります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動によるキャッシュ・フローは全体で14億３千９百万円の増加となりました。資金の主な減

少要因は、長期借入金の返済による支出２億８千５百万円、配当金の支払いによる支出２億２百万円

であり、資金の主な増加要因は、長期借入れによる収入19億１千万円であります。 

  

平成24年２月期の連結業績予想につきましては、前回予想（平成23年７月13日に発表した平成24年２月

期の連結業績予想）から変更はありません。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

資産除去債務に関する会計基準等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 

平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指 

針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,459,290 9,122,083

受取手形及び売掛金 511,821 625,022

未収警備料 3,323,497 3,367,174

貯蔵品 558,311 696,407

その他 2,238,235 1,886,311

貸倒引当金 △20,325 △13,584

流動資産合計 14,070,830 15,683,414

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,651,137 4,169,728

減価償却累計額 △2,095,642 △1,885,397

建物及び構築物（純額） 3,555,494 2,284,330

警報機器及び運搬具 10,739,890 10,552,668

減価償却累計額 △8,175,692 △7,965,146

警報機器及び運搬具（純額） 2,564,198 2,587,521

土地 2,863,397 1,604,161

その他 1,026,927 953,619

減価償却累計額 △713,638 △687,065

その他（純額） 313,288 266,553

有形固定資産合計 9,296,379 6,742,568

無形固定資産 984,772 768,969

投資その他の資産   

投資有価証券 4,192,579 4,806,041

その他 3,693,015 3,634,119

貸倒引当金 △37,306 △36,759

投資その他の資産合計 7,848,288 8,403,401

固定資産合計 18,129,440 15,914,939

資産合計 32,200,271 31,598,354
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 961,935 1,194,758

短期借入金 1,188,643 1,096,009

未払法人税等 187,193 456,321

前受警備料 285,541 288,803

預り金 4,161,621 4,605,263

賞与引当金 858,165 866,323

役員賞与引当金 21,701 44,400

災害損失引当金 19,363 －

その他 2,662,054 2,597,498

流動負債合計 10,346,219 11,149,378

固定負債   

長期借入金 2,819,429 1,155,316

退職給付引当金 156,016 171,083

役員退職慰労引当金 24,751 21,589

資産除去債務 209,127 －

その他 2,368,816 2,354,318

固定負債合計 5,578,140 3,702,307

負債合計 15,924,359 14,851,686

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,924,000 2,924,000

資本剰余金 2,784,157 2,784,157

利益剰余金 9,304,467 9,362,070

自己株式 △393,891 △346,940

株主資本合計 14,618,733 14,723,286

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,581,486 1,951,517

繰延ヘッジ損益 △13,579 △15,584

評価・換算差額等合計 1,567,907 1,935,932

少数株主持分 89,270 87,449

純資産合計 16,275,911 16,746,668

負債純資産合計 32,200,271 31,598,354
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

売上高 19,730,826 19,802,968

売上原価 15,838,383 15,958,235

売上総利益 3,892,443 3,844,732

販売費及び一般管理費   

役員報酬 141,895 166,214

給料及び手当 1,133,951 1,162,712

賞与 94,461 84,251

賞与引当金繰入額 172,231 176,796

役員賞与引当金繰入額 20,000 21,701

退職給付費用 27,756 39,149

その他 1,851,899 1,864,418

販売費及び一般管理費合計 3,442,195 3,515,243

営業利益 450,247 329,489

営業外収益   

受取利息 8,923 8,521

受取配当金 78,737 84,648

受取保険料 － 29,876

その他 49,346 33,313

営業外収益合計 137,007 156,360

営業外費用   

支払利息 33,166 43,747

その他 266 8,649

営業外費用合計 33,433 52,396

経常利益 553,822 433,453

特別利益   

投資有価証券売却益 6,344 －

貸倒引当金戻入額 1,557 1,739

その他 800 －

特別利益合計 8,702 1,739

特別損失   

投資有価証券評価損 － 27,535

固定資産除却損 20,003 1,269

災害による損失 － 5,853

災害損失引当金繰入額 － 19,363

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 72,663

その他 810 －

特別損失合計 20,813 126,684

税金等調整前四半期純利益 541,711 308,507

法人税、住民税及び事業税 208,210 155,808

法人税等調整額 50,597 6,950

法人税等合計 258,808 162,758

少数株主損益調整前四半期純利益 － 145,748

少数株主利益 11,032 1,232

四半期純利益 271,870 144,515
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年８月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成23年６月１日 
 至 平成23年８月31日) 

売上高 9,934,766 9,782,143

売上原価 8,042,337 7,892,008

売上総利益 1,892,429 1,890,134

販売費及び一般管理費   

役員報酬 71,355 82,009

給料及び手当 565,719 580,852

賞与 14,694 9,928

賞与引当金繰入額 130,328 132,482

役員賞与引当金繰入額 10,000 11,326

退職給付費用 17,644 23,085

その他 886,124 876,791

販売費及び一般管理費合計 1,695,866 1,716,476

営業利益 196,562 173,657

営業外収益   

受取利息 6,303 6,223

受取配当金 75,051 71,371

受取保険料 － 19,154

その他 28,345 14,629

営業外収益合計 109,700 111,379

営業外費用   

支払利息 16,292 22,325

その他 150 7,828

営業外費用合計 16,442 30,154

経常利益 289,820 254,883

特別利益   

投資有価証券売却益 6,344 －

貸倒引当金戻入額 944 158

その他 800 －

特別利益合計 8,089 158

特別損失   

固定資産除却損 8,285 419

災害による損失 － 2,448

その他 810 －

特別損失合計 9,095 2,867

税金等調整前四半期純利益 288,814 252,174

法人税、住民税及び事業税 △172,730 △194,543

法人税等調整額 300,397 309,393

法人税等合計 127,667 114,849

少数株主損益調整前四半期純利益 － 137,324

少数株主利益又は少数株主損失（△） 3,733 △1,501

四半期純利益 157,413 138,826
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 541,711 308,507

減価償却費 594,834 693,100

固定資産除却損 20,003 41,634

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 72,663

投資有価証券評価損益（△は益） － 27,535

災害損失引当金の増減額（△は減少） － 19,363

前払年金費用の増減額（△は増加） △121,682 △57,340

賞与引当金の増減額（△は減少） 18,202 △8,157

受取利息及び受取配当金 △87,661 △93,170

支払利息 33,166 43,747

売上債権の増減額（△は増加） △14,408 156,879

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,601 138,095

仕入債務の増減額（△は減少） 352,966 △232,822

未払費用の増減額（△は減少） △255,096 34,401

預り保証金の増減額（△は減少） － 207,418

その他 △46,004 135,177

小計 1,033,429 1,487,033

利息及び配当金の受取額 87,661 93,170

利息の支払額 △33,773 △44,615

法人税等の支払額 △389,034 △424,937

営業活動によるキャッシュ・フロー 698,282 1,110,651

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） △26,980 △1,987

有価証券の取得による支出 △700,000 △900,000

有価証券の償還による収入 － 900,000

有形固定資産の取得による支出 △510,433 △3,082,223

無形固定資産の取得による支出 △143,249 △334,467

投資有価証券の取得による支出 △68,590 △3,960

投資有価証券の売却による収入 11,448 －

その他 △9,714 △62,134

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,447,519 △3,484,772

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 115,775 132,434

長期借入れによる収入 － 1,910,000

長期借入金の返済による支出 △110,336 △285,686

リース債務の返済による支出 △40,862 △67,718

配当金の支払額 △202,131 △202,118

自己株式の取得による支出 △485 △46,950

自己株式の売却による収入 59 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △237,981 1,439,960

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △987,217 △934,160

現金及び現金同等物の期首残高 4,425,286 4,580,034

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,438,068 3,645,874
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当第２四半期連結累計期間（自 平成23年３月１日 至 平成23年８月31日） 

 該当事項はありません。 

  

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が経営資源の配分及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。 

当社グループは、当社及び当社の連結子会社が各々独立した経営単位であり、各社は取扱うサービス

内容について戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

従って、当社グループは事業の種類に基づき、「セキュリティ事業」及び「ビル管理・不動産事業」

の２つを報告セグメントとしております。 

「セキュリティ事業」は、常駐警備、機械警備、運輸警備及びセキュリティ事業に附帯する工事等の

他、防犯機器等の販売やコールセンター業務等を行っております。 

「ビル管理・不動産事業」は、ビル総合管理及び不動産賃貸事業を行っております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日) 

 
(注) １．調整額△131,811千円は、セグメント間取引消去によるものです。 

２．セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成23年３月１日 至 平成23年８月31日） 

 該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
(注１)

四半期連結損益
計算書計上額 

(注２)
セキュリティ

事業
ビル管理・
不動産事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 19,335,984 466,984 19,802,968 ― 19,802,968

  セグメント間の内部売上高又は振替高 1,972 129,838 131,811 △131,811 ―

計 19,337,957 596,822 19,934,779 △131,811 19,802,968

セグメント利益又は損失(△) 339,071 △9,582 329,489 ― 329,489

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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当社グループは生産活動を行っておりませんが、当第２四半期連結累計期間末日現在実施中のセグメ

ントごとの契約件数は、次のとおりであります。 

 
  

  

当第２四半期連結累計期間におけるセグメントごとの販売実績は、次のとおりであります。 

 
  (注) １ 上記金額には消費税等を含んでおりません。 

  ２ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合について、前第２四半期連結累計

期間及び当第２四半期連結累計期間では10％未満となりましたので記載を省略しております。 

  

4. 補足情報

(1) 生産実績

セグメント名称及び業務別名称 契約件数(件) 前年同四半期比(％)

(セキュリティ事業)

常駐警備
825 104.0

機械警備
70,697 103.2

運輸警備
2,557 101.9

小計
74,079 103.1

(ビル管理・不動産事業)
383 118.2

合計
74,462 103.2

(2) 販売実績

セグメント名称及び業務別名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

(セキュリティ事業)

常駐警備
10,349,954 104.6

機械警備
6,366,040 100.4

運輸警備
1,336,467 101.3

工事・機器販売
1,283,521 69.0

小計
19,335,984 99.6

(ビル管理・不動産事業)
466,984 145.0

合計
19,802,968 100.4
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